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このたびは本製品を1§買い求めいただき、、まことにあのがとぅござい談す。、
こ四取扱説明書には安釜に使用していたたくための要点を記してあのますあで、ご使
用前に必ずよくお読みになり正しくご便甫く女さい。'""
お読みになった僕はいっでも読める場所に保質して之ださい。
また、声書を汚損したの、紛失した場合はお買い求めの販売居にご注文いただき、大
翊1乞葆管してくださよ。'」一"
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本書に記載したと△の表示のある注意事項や機械に貼られたとしの表示のあるラベルは、人身事故
等の危険が考えられる重要恋項目です。よくお読みになの、必ずお守りください。なお、ム》の表
示のあるラベルが汚損したり、はがれた場合はお買い求めの販売店にご注文いただき必ず所定の位
置にお貼のください。

本書に記載したム》の表示のある注意事項や機械に貼られたとしの表示のあるラペルでは、特に重
要と考えられる取の扱い上の注意事項にっいて、次のように3段階に分けて表示しています。

と△危険・・・その警告文に従わなかった場合、死亡談たは重傷を負うことになります。

と露警告・・・その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があります。

と△注意・・・その警告文に従わなかった場合、けがを負う恐れがあります。

また、製品の故障や損傷にっ恋がる使い方に関する注意事項については取扱説明書、機械に貼られ
たラベルともに、匝司の表示を用いています。
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・次に該当する方は、この製品を使用しないでください。
・酒気をおびた者
・過労、、病気、薬物(農薬を含む)の影響その他の理由によの、正常な防除作業ができな
い者

・妊娠中の者
・15歳未満の者
・負傷中の者、生理中の女性等農薬による影響を受けやすい者

・この製品を他人に貸与または譲渡する場合は必ず取扱説明書を添付し、よく読んでから使
用するように指導してください。

・安全性を損なう恐れがあのますので、改造し恋いでください。

゛

4

・調合が適仞でない薬液は、作物を傷めるだけでなく人体にも有害になる恐れがあのます。
薬液の調合の際は、農薬の使用上の注意をよく読み、正しく希釈してから使用してくださ
い。

・農薬は必ず専用の保管箱に鍵をかけて保管し、絶対に食品や食器とは一緒に保管しないで
ください。

・誤使用、誤飲の危険があのますので、農薬は絶対に別の容器に移し替えないでください。

・農薬の空容器は、散布液調合時に必ずよく洗い、薬品メーカの指示に従って、その都度
正しく処分してください。空容器を洗った水は薬害のない方法で処分してください。

・防除・除草用の農園芸用薬品の散布、散水用途以外には使用しないでください。

▼ 叉

・火災の恐れがあのますので、燃料補給時は次の項目を必ず守ってください。
・燃料はエンジンを止めた状態で補給してください。
・燃料補給時は火気に充分注意してください。
・燃料補給時は高温部に燃料がかからないように補給してください。
・燃料タンクの給油口一杯まで燃料を入れないでください。
・燃料がこぽれたらきれいに拭き取ってください。
・燃料補給後、燃料タンクキャップは確実に閉めてください。

・作業前に接続部のパッキンに脱落のないこと、各ネジ部にゆるみがないこと、ホースに亀
裂、摩耗、破損の恋いこと等、各部に異常のないことを確認してください。

-1-
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.後進時は後方の障害物と本機の間に体がはさまれるとけがをしますので、充分注意してく
ださい。"山

・農薬の吸入や世旨によ蚕事故を防ぐため、 帽子、、保護眼鏡、保護マスク、ゴム手袋、長袖
の保護衣、長ズボン、ゴム長靴を着用' 皮膚か露歯せず冠険おない服装で作業をおこな
つて乏ださい。"

.やけどのおそれがあの弐すので、エンジンの高温部にはさわら恋いでください。

.ハウス内での使用は人体に悪影響を及ぼすおそれがあのますので、よく換気をしてくださJL!、1、゛、^

噂云倒し、けがをするおそれがありますので、軟弱な路地では走行しないでください。

します。傾戸臣、、薬液ン、'善Qとき1書車体後亭1ご、猶タンのζきは車体前亨偏移動
.

側にな之ど、車体の山側が浮き匠がの、転倒する恐れがあります。L ゜ー
.薬液タンクが空の状態や傾斜地で、急加速や急減速を行うと、車体の前方や後友が浮き上、思わ四事故にっ委がる恐れかおのますが変速レバーを操作する際は、余裕をもって

変速レバーが芭進または後進の状態で走行クラツチレパーを操作すると急孝進や急停止し
.

た際に車体が浮き上がの、大変危候です。声た、トランスミッションが談障する原因にも点五ます。走行クラッチしパーは、必ず發速0入一を『N』の位置に戻してから操袿して
ください:'ー

.転倒にょるけがのおそれがありますので、傾斜地では必ず等高線に対し直角方向に走行し
てください。'ハハ"'

.転倒によるけがのおそれがあのますので、傾斜地では絶対に旋回しないでください。

.前進、後進、旋回をする際、周囲の人に合図をし、安全を充分確かめてください。

.あぜ等の障害物を乗の越える時やトラックへの積み降ろし時は低速で走行してください。

.高速での旋回は大変危険ですので、旋回は必ず低速で行ってください。

.薬液タンクが満水状態のとき、傾斜地などタンクが傾いた状態になると薬液が薬液タンクキャップのネジ部からこぽれるごそがありますので注意じてぞださい。

・作叢中、作業後にめまい、 頭痛を生じまたは気分が少しでも悪く恋った場合は直ちに医師
の診察を受けてください:

.各ホースの温度は40で以下で使用してください。 40゜Cよの高くほのますと性能が低下
します。」゜'ー

'Z、}=、汀11、>、)口よ六を汚染k廷鑾ように、ま毛」人体や"女市対象物以外のものにかか

プぢジンロ動、する兵さは大然の走行や噴誘を防ぐため、必ず走行クラツチレバーとポン
.

文、にイ六、、ゞ、' 6又一こ'山'、"

'駐車する時は車体がひとりでに動き出すと危険ですので、平坦で堅固な場所に駐車してく
シごさい。'ー'

.作業中に噴口部を清掃または交換する場合は顔面など偏薬液がかかる恐れがあの弐すので、動噴を停止し、吐出コックを閉じ、噴口君開放状態にしてから噴b部を取の外してお
こなっ乏1ください;'<'〕'ー

-2-

.回転中のプーリ、ベルト等に触れないでください。触れると巻き込まれてけがをし談す。
・公道での走行は危険ですので、しないでください。

§古薬液゛布作業中に何P々四理申によの直萎に埀行L薬液俄価を停止したい女きは、

あのま、六_゛、_しさい。、,山停止のι尓には、車体の前方や後方力浮き上がる,'、れが
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作業後は手足はもちろん、全身を石鹸でよく洗うとともに目の水洗いとぅがいをしてくだ.

さい。また作業期間中は表服を毎日取の替えてください。 L

動噴を生地くも動噴~ホース、内に圧力が残っていることが亜のます。この状態で接続部を
.

外ずと薬液が噴き出す恐れがあのますので、接続部を外す前に周囲あ状況を櫂認し、吐出
コックを閉じぞから噴口を吐出状態にして動噴P)ホース内の圧力を抜きぐ取の胤し泛くだ
さい。ー"]'、"」

余った楽液及び機械の洗浄水は、河川、水源池、 池、沼、下水等に流入して被害を及ぽさ
.

ないよう、薬害の恋い方法で処分してとだぎい:

.前回使用した薬液が包ンク、ホース、ノズルなどの内契に残っていると薬害をおこす危険
雌々あのまず?特に除草剤散布に使甬した後、一般防除作業に使用する場合は残っている
薬液を充分に洗い流してください。」'

保管時は必ず走行クラッチ、ボンプクラッチを共に切の、 風雨や直射日光の当たら恋い平
坦なところで保管してください。<'

-3-

主ず

.

転落にょるけがの恐れがあのますので、下記の事項を守ってください。

.アルミブリツジは509kgf以上の荷重に耐えられる、トラック荷台高さの4倍以上の長さ
のもおを使用してください。'

・必ず薬液タンクを空にしてから積み下ろしを行なってください。

・車体の重1山位置が上側になるように、後進で上の、前進で下ってください。

・充分に車速を落として走行してください。

・アルミブリッジ上ではサイドクラッチを切ら恋いでください。

4
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■
名称

型式

寸法

車体質量

クローラー

全長

王幅

王.同

走行クラッチ方式

ブレーキ方式

幅

旋回方式

外幅

変速方式

走行速度
ENG回転侶oorpm闘

トレッド

接地長

平均接地圧(タンク満タン時)

エンジン

タンク搭載自走スプレー

§リ進

1麦進

VVP-184

メーカー

1660mm

型式

最大出力

動噴

510mm

110omm

連続定格出力

始動方式

190k宮

燃料タンク容量

薬液タンク

10omm

点火プラグ

0.032Mpa(0.33k8f/cm2)

薬液撹枠

390mm

形式

内部拡張式(走行クラッチと連動)

290mm

ベルトテンション方式

型式

ボージンキ

560mm

回転数

吐出ホース

吸水量

サイドクラッチ方式

無段変速方式(HST)

最高圧力

静止転倒角度
(タンク空/

タンク満タン)

容量

三菱重エエンジンシステム側

方式

0~3.1km/h

4.6kvv (6.3PS)/180orpm

吐出量

0~3.1km/h

3.4kvv (4.7PS)/180 orpm

ネジサイズ

GB181LN

末端ネジサイズ

左

リコイル式

10oorpm (ENG回転数180orpm時)

月Ⅱ

NGK

高圧型ピストン式ポンプ

後

3.6ι

284/min (ENG回転数180orpm時)

NS-283

BP6HS

4Mpa (41 k留f/cm2)

2.1 4/min (2.5Mpa時)

180ι

噴流撹押方式

G I/4

GI/4メネジ

2本

18゜/15゜

18゜/15゜

40゜/26゜

15゜/30゜

-4-
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3-1

鳥

各部の名称

走行クラッチレバー

スロットルレバー

左

変速レバー

、＼

非常停止ポタン

ボンプクラッチレバー

ノ

後
'〆

サイドクラッチレバー

動R責

J

薬液タンクキャップ

DO

ー,ー

^

目U

ゴ

薬液タンク

リコイルスタータノプ

、、、
右

保護カバー

クローラ

-5-
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3-2 ラベル貼付位置

ラペルはいっもきれいにして傷っけないように
.

してください。
・ラベルが汚損したの、はがれた場合はお買い求め
の販売店にラベルの昆番と共に注文し、薪しいラ
ベルに貼り替えてくださいか'

・新しいラベルを貼る占きは貼る面の汚れをふき取
り、乾いた状態にして元の位置に貼ってください。

警告

①

②

▲危険

司号

服装に関する
注意

①

▲

②

薬中毒のおそれがあ

凝聖曝驫讐
保護マスク、ゴム手
袋、長袖の保簾衣、

をご浩用下さい。

692004020

引火のおそれがあり
ますので、火を近
けないで下さ

品番

③

692004050

④

換気に関する
注意

692004100

692004060

欲繰璽碍翻
字蕊汽饗姪
して下さい。

(④)▲高温注章

記冒

⑤

取扱説明書
4Z、豆i己

⑥

692004180

黙易籍謡摺
で、ご使用の前に取
扱説明書をよくお読
み下さい。

品番

⑦

692007950

692006710

農薬の取扱
注意

⑥

⑤

黙星籍謬棚
輪譲晟躍巽
f髭i、チⅨ雛

"゛ー

蛋左虫鐘窒塾^
体がはさ庄hてけ"監ずる恐れ"ありま,
ので.佳達軒は桟肯の韓雪物に佳掌Lてく
ださい

▲危険

公這での走行は危険でオので、しないで下さい。
エン、ノンを始動するときは必ず走行クラ・ノチとコ訟'ン
コクラツチが切れている二とを陸認して下凱、.

回転中のプーリー、ペルト等に触れないで下さい。
駐車は平坦で堅固な埼所でおこなって下さい.

て下凱、.
水道、河川、池、沼などを汚染しないように、

や肩囲の状況に先分注琶して散布作業を行って下さ
し、。

以外には使用Lないで下凱、

車奪萱量

達行達度

年均抽地庄

》王

左右酔止転側青R

ーゲ

"唄便月且岳圧力

0、 3.1、"ゾ、 4首段壹通)

fM、'ι薹最なし】

,^、

エンジンー血

⑦

Omユ山.{03●、'゛ノ師・う

t美註慨,ニ、1

エンジン』き学シヨン

Vべ」

Ir {蔓叢工,ン1

'峅.('1^'.:1

サイ
"ム"DO$'◆0 含ネ

軟弱地での走行厳禁

竜ム,100 舗、3' 1本

琵訊し.t,●tをする恐争があり王すので軟調地では艶封に臣折Lないでください

傾躬地運転時の注童
転制にとる叶がの恐'山ありまオので.下^峯項を井0てください
必ず尋瓦敦に封しτ匝行方向に乏行してくだきい
艶封に飽畠Lないでく"きい

に寄姑L韮す子京i=軍^董ク位窒πと毒仕軍偉娃方1Ξ・鵬,ンのと.きは軍仕酢方

トラ"クへのみ下ろし時の注

③

合警告

碇吉1=よるけ●如恐れがあリ生tので.下^耶項を守うてください

丁翌=も」ウノ仕ヨ期乏塁上の有霊1=耐先られる.トラウケ宥合冨゛の.岳畢上の
軍件の重0牡置が上^なるよ5に.佳運で上り.前車で下?てください

ナルミブリ別り上で仕サイドク5ツチを物ら心いでく雌さい

走行レバーおよぴ圭行ウラッチレバー榛作時の注憲

69 '10

保護カバー取

り外し状態で

の使用禁止

聾匿,ンウが空の吠曇や傾料亀で、全卸逗や急捧運乏行ラと、盃体Φ病方が彈きと

遂や卑惇止し、大裟皇蛙です.1.5二、ユ宅サションが融悼する匝田にしなり庄サ.

葦行ウラツ¥レ'{ーば奮達しパーを中立の仙宝に度Lてから怯作Lて(ださい

回転部に巻き込まれ

てけがをするおそれ

があります.

①
'危険

血
毛1'割1^副1

引火のおそれがあり
ますので、火を近づ
けないで下さい。

-6-
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梱包されている部品が全部そろっているかどぅか、 輸送中の事故で破損している部品がないか
を確認してください。'
もし、欠品または破損などがあのましたら、 製品名、型式、製造番号と共にお買い求めの販売
店にお知らせとださ岱。 L'

本体

取扱説明書(本書)

取扱説明書(動噴用)、動噴用レンチ、オイル差し

取扱説明書(エンジン用)、十字ドライバ、ポックススパナ

品名

ーフー

数量

一
、
=
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5-1 始業点検整備(作業前の点検整備)

事故や故障を未然に防ぐため、使用する前に欠かさず下記点検整備をおこなってください。

始業点検によの不具合が発見された場合には『フ-2点検、整備方法』該当項目に沿って直ち
に補修などの処置を施してください。

始業点検項目一覧表

①

点検整備項目

イ②

エンジンオイルの漏れがないか、適量入っているか。

③

④

燃料の漏れがないか。

燃料が充分入っているか。

⑤

⑥

ミッシヨンオイルの漏れが恋いか。

⑦

クローラの張の具合は適正か。

駐車ブレーキの効き具合は適正か。

⑧

⑨

サイドクラッチの効きは適正か。

⑩

走行クラッチの作動具合は適正か。

※の項目の対策、処置についてはお買い求めの販売店にご相談ください。

5-2 エンジン始動・停止

◎エンジン始動

ポンプクラッチの作動具合は適正か。

動噴クランクケースオイルの漏れがないか。

『フ-2点検、整備方法』該当項目

エンジンオイルの点検

※

匝垂司

匝垂画

燃料の補給

※

・やけどのおそれがありますので、エンジンの高温部
にはさわらないでください。

クローラ張の調整

※

サイドクラッチの調整

.

エンジンを始動するときは突然四走行や噴霧を防ぐため、
走行々ラッチレパーとポンプヲラッチレパーを共に『切j
てください。<
回転中のプーリ、ベルト等に触れないでください。
き込まれてけが谷します。」゜

走行クラッチの調整

ポンプクラッチの調整

.

◎エンジン停止

①スロ叉トルレパーを『低』にします。
②エンジン非常停止ボタジを押すと成加

※

非常停止スイッチ

ポンプクラッチレバー

の状態になのエンジンが止まのます。

触れると巻

必ず
にし

主ーケ

期暢嶋

サイドクラッチレパー

チョークレパー
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5-3 走行

◎発進

①変速レパーを『N』の位置にします。
②スロットルレバーを中程度にします。

させます。(発進は低速で行ってください。)
⑤走行し始めたら、変速レパーを徐叔に倒し、

ます。変速レバーを最大まで倒した状態で、
上げたい場合はスロッ
い。

③走行クラッチレバーを『入』にし荻す。
④変速レパーを『前進』またはi後進』佃に少し倒して発進

速度を調整し
さらに速度を

トルレパーを高速側に倒してくださ

匝亟]

匝垂璽]

・後進時は後方の障害物と本機の間に体がはさまれるとけがをしますので、充分注意してください。

・回転部に巻き込まれてけがをするおそれがあのますので、保護カバーを外した状態では絶対
に使用しないでください。

・公道での走行は危険ですので、しないでください。

匝垂司

◎走行

・転倒によるけがのおそれがありますので、軟弱な路地では走行しないでください。
・転倒によるけがのおそれがあの弐すので、傾斜地では必ず等高線に対し直角方向に走行して
ください。

・車体の重1山位置は、薬液タンクが空のときは車体後方に、満タンのときは車体前方に移動し
重1小位置が谷側にます。傾斜地では車体の重1山位置が山側になるよう、に走行してください。

なると、車体の山側が浮き上がの、転倒する恐れがあのます。、

便三互同

走行クラッチ

匝垂司

(((、

・前進、後進をする際、周囲の人に合図をし、安全を充分確かめてください。
・あぜ等の障害物を乗の越える時やトラックへの積み降ろし時は低速で走行してください。
・走行中や薬液散布作業中に何らかの理由によの直ちに走行、薬液散布を停止したいときは、
非常停止ボタンを押して、エンジンを停止してから走行クラッチレバー、ポンプクラッチレ
バーを『切』にしてください。急停止の際には、車体の前方や後方が浮き上がる恐れがあの
ますので充分に注意してください。

.
.

変速レバー

,1 '

◎操舵、旋回
①曲がのたい方向のサイドクラッチレバーを握ることによの操舵、

旋回できます。
②旋回半径は走行速度、薬液積載量、路面の状態によの変化します。

ar

匝蚕司

匝亙珂

.

^苧

.

.

転倒によるけがのおそれがあり薮すので、傾斜地では絶対に旋回
しないでください。

・旋回をする際、周囲の人に合図をし、安全を充分確かめてください。
・高速での旋回は大変危険ですので、旋回は必ず低速で行ってください。

◎走行停止、駐車
①変速レバーをゆっくのと『N』の位置に戻します。
②走行クラッチレバーを北加に戻Cます。゜
③スロットルレバーを『低』に下げます。゜

匝垂回 ・駐車する時は車体がひとのでに動き出すと危険ですので、平坦で堅固恋場所に駐車してください。

r((
.

~~＼、'

-9-
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匝蚕回

◎変速レバーおよぴ走行クラッチレパー操作時の注意点

・薬液タンクが空の状態や傾斜地で、急加速や急減速を行うと車体の
前方や後方が浮き上がの、思わぬ事故につながる恐れがあのます。変
速レパーを操作する際は、余裕をもってゆっくのと操作してください。

・変速レパーが前進または後進の状態で走行クラッチレバーを操作する
と、急発進や急停止し、車体が浮き上がる恐れがあるため、大変危険
です。また、トランスミッションカ沽郊章する原因にもなのます。走行
クラッチレパーは、必ず変速レパーを『N』の位置に戻してから操作
してください。

5-4 薬液散布

◎噴口の取付(詳細は噴口の取扱説明書をご覧ください。)
①噴口に付属しtい冬座金付六為ボ元卜4本を倹い、這口を取の
付けます。(使用工具:スパナ17mm)

②左右吐出ホースを噴口に取の付けます。(ホース端末GI/4
メネジです。)

匝亙珂
.

このとき、接続部のパツキンに脱落のないこと、各ネジ都にゆ
るみがないこと、ホースに亀裂、摩耗、破損のないこと等、各
部に異常のないことを確認してください。

◎散布作業準備
①ドレンキャップがしっかのと締め付けられていることを確認し

てから薬液を薬液タンクに入れてください。薬液タンク内で調
合する場合は薬液タンク内に水を所要量の半分ほど入れてから
農薬を入れ、残のの水を入れて希釈してください。薬液量は薬
液タンク右前方の薬液残量計で確認することができます。

匹亙到
・調合が適切でない薬液は、作物を傷めるだけでなく人体にも有
害になる恐れがあのます。薬液の調合の際は、農薬の使用上の
注意をよく読み、正しく希釈してから使用してください。

屡亟]

②薬液タンクキャップをしっかりと締め付けます。
③エンジンを始動し、散布圃場に移動します。

・薬液タンクが満水状態のとき、傾斜地などタンクが傾いた状態
になると薬液が薬液タンクキャップのネジ部からこぼれること
があのますので注意してください。

◎動噴の吐出圧力設定

①下記の事項を確認します。
・左右吐出コックが閉じていること。
・動噴調圧弁の排圧レバーが上がっていること。
・噴口部のコック炎臥該開いていること。

~以下はエンジンが動いている状態でおこ恋ってください~
②スロットルレパーを『高』にします。
③ポンプクラッチレパー暑『入』にし衰す。
④動噴調圧弁の排圧レバーを下げ、調圧弁の調圧ダイヤルを

回し、圧カメモリを見ながら、所定の圧力に設定します。
⑤撹押用コックを開くと薬液タンク内の薬液が撹押されます。
⑥噴口部に接続している吐出コック(左吐出コック、右吐出

コック)を開くと、ノズルから薬液が吐出します。

戸

゛入

.
.

匝亙回 ・噴口から薬液が吐出されても安全かどうか、まわりの状況を
よく確認してから吐出コックを開いてください。

・このとき、締め切の圧力(左右吐出コック、撹押用コックを

閉じた状態での圧力)が最高使用圧力{4Mpa、{41k創/cm2}
以下となるように調圧ダイヤルを設定してください。

噴口取付部

吐出ホース端

ドレンキャップ

◎動噴の停止
①吐出コック(左吐出コック、右吐出コック)
②動噴調圧弁の排圧レパーを上げ荻す。
③ポジナクラッチレパーを北刀』にし辻す。
④スロットルレパーを『低』にします。゜

-10-
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薬液残量計

撹桴用コック排圧レバー

周圧ダイヤル

＼

ドレンキャップ

を閉じ談す。

^

吐出元コック

左吐出コック

'
右吐出コック

/
.



◎薬液散布作業
①散布開始位置に移動後、いったん変速レバーを

『切』に区て走行を停辻し荻ず。
②動噴を下記の要領で始動します:

ゴ.スロツトルレバーを『高』にします。
2.ポンプクラッチレバーを『入』、にし辻す。
3勳噴調圧弁の排圧レバーを下げます。゜

( 4吐由コックを開き、薬液を吐出させ辻す。
③走行クラッチレバーを'『入』にしてから変速レバーを

行を開始します。

西 .うね間の移動時など、散布の不要な場所ではこまめに吐出コックを閉じ、 ポンプクラッチレ
パーを『切』にしてとださい。'

④薬液散布を中断または終了するときは下記の操作をおこほいます。
1.変速レパーをiNi7こします。゜
2建行クラッチレパー巨』切』゜にして走行を止めます。
31吐出コックを閉じ、薬液の吐出、を止めます。゜
4勳噴調圧弁の排圧しバーを上げます。゜
6ボジラクラッチレバーを『切』にし辻す。
6スロットルレバーを,『低』にします。゜

"風向き値'も'捻ます茗、後涯で散布作業谷おこなうと農薬の被ぱく量は比較的少なく済みます。
・走行速度と薬液散布量の関係は下記の湧のです。ー゜

走行速度をAkmn'1、噴口の全吐出量をB ゴ/mmとすると、 1m走行当たのの薬液散布量は
0.06XB÷A 4イm

>ξの豆!_ξ三と三ぱ走行速度ガ15 km/h、噴口の王吐出量が20ι/minのときのlm走行

『N』に戻してから、走行クラッチレバーを

匝蚕司 保羅衣、＼」、ぐため、、モ、保i又眼ε兒、保i又マス経、ゴム手六ン長袖の
く倦さい。"゜

'ハウス内での使用は人体に悪影響を及ぽすおそれがあのますので、よく換気をしてください。

匝玉]

『前進』または『後進』側に倒し、走

頭痛を生じまたは気分が少しでも悪くなった場合は直ちに医師の診察を受

非意停止莫液§こ何P々φ理宅によりしちに走行L薬液飯伍を停止yたい女きは、
ますので充八古ドエくださし)0,山停止のr尓には、車体の前方や後方が浮き上がる,嵒れがあの

'水道、迴川、池、濳などを毎染レ蚕いように、また、人体や散布対象物以外のものにかから
昼いよう風、周画の状況に充分注意して作業谷おどなってください。

.薬液散布作業以外のときは突然の這霧防止のため左右吐出コックを閉じた状態にしてくださノ■、、^{_

'作業中に噴口部を清掃または交換する場合は顔面琵どに薬液がかかる恐れがあのますので、動噴を停正し、吐出コッ方を閉じ、噴口を開飯状態にしてから噴口部栓取の外しておこな、
てとださい。"'山<

'各ホースの温度は40゜C以下で使用してください。 40゜Cよの高くなのますと性能が低下し
ます。 L゜'ー

・作業中にめまい、
けてください。

0.06×20÷15=0.84/m となのます。

5-5 輸送
◎トラックへの積み降ろし

①平坦で堅固な場所にトラッ、クを駐車します。_
②外π止めのっいたアルミマリッジをトラッ万荷台に外れ巻いよっに固定します。
③クローラとアルミブリッジの方向をまっすぐに定めてから、低速でゆっくの積み降ろしを
おこ恋ってくだぎい。'ーー

匝琵] 転落による、けがの恐れがありますのヱ、下記の宇項を守ってくだ亘い。'ケフルミプリッジは5ρoksf以上の荷董に耐えらπる、トラック荷台禽さの4倍以上の長さの
もの亘僅用してください。"

.必ず薬液夕とクを空にしモから積み下子レを行恋っ工Kださい。

.車体の重!山位眞が上側に琴るよ5峡、後進で上の、前進ぎ下っ毛ください。
・充分に車速呑落としで走行してください。'」゜
.アルミプリッジ上ではサイドクラッチを切らないでください。

トラツク荷台に積み込み後、走行クラッチを翊の、輸送中転倒し恋いよう口ープ掛けをおこ

-11-



国

6-1 使用後のお手入れ

①薬液タンク内の薬液亨排出>、新たに清水を入れて動噴をまわし、薬液配管(薬液タンク、サ
クションフィ,ルタ、動噴、ボージンキ、ホース、噴口参ど)内部谷洗浄します。'(サクション
フィ、ルタ、ボー芝ンキゐ清掻にっいては7-21反穫、整備方法の『サクションシイルタの清掃』
【『ポージンキの清掃』を参9累L三1ください。)小""
②凍結防止のため下記の要領送薬液通留内の永をすべて排出します。

';動瞳の排圧レバーを主げ、左右吐出コZZを開きます。゜
・楽漉タンクのドレンキャップを墜し、薬液タンク内の永巨すべて排出します。

(・、薬液夕χク内の水が排出されたら、動噴を15秒程度窒運転しポンプ内の水谷排出します。
③^べての水が排出されましたら左言吐出コシクを閉じ、薬液タンクのドレンキャップをしっか゜

のと組み付けます。
④付着した泥、薬液、異物を清水で洗い流し、固く絞った布でふき取のます。

4 4

^

國

⑤走径クラツチ、ポンプクラツチを共に切の、風雨や日光の当たらない平坦なところで保管して
ください。'<'ー

・このときエンジン、動噴、>べルトには清水をかけないでください。

匝亙珂
動噴を止地ても動噴~ホース内に圧力が残っていることが亜のます。この状態で接続部を

.

外ずと薬液が噴き田す恐れがありますので、接続部を外す前に周囲あ状況を裡認し:吐出
コックを閉じぞから噴bを吐出状態にして動噴シ)ホース内の圧力を抜き、取の外しΣてくだ
さい。、"」'、" L
前回使用した薬液がタンク、ホース、噴口などの内契に残っていると薬害をおこす危険蛙

.

があのます9」特1こ除草剤散布に使用した後、一般防除作業に使用する場合は残っている薬
液を充分に洗い流してください。

・余った薬液及び機械の洗浄水は、河川、水源池、池、沼、下水等に流入して被害を及ぽさ
ないよう、薬害のない方法で処分してください。
保管時は必ず是行クラッー、ポンプクラッチを冥に切の、 風雨や直射日光の当たらない平.

坦なところで保管してください。

'＼ろヒ上二^

^

、、
_ーノ

ーーー".,
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6-2長期保管、二1、、、^
をおこなってください。

◎エンジンについて(必ずエンジンを止めた状態で
作業してください。) フロート室

①燃料の変質による始動不良などを防止するため
に、気化器下部のフロート室を外して気化器内
の燃料を抜いてください。フロート室は、エア

1^

クリープーを外せぱ取の外せます。また、燃料
コックからストレーナカップを外し、燃料コッ
クを開いて燃料タンク内の燃料を抜いてくださ
い。

匝亙回 火気厳禁です。燃料の取の扱いには充分注意を
してください。

②点火プラグを外して、その取付穴からエンジン
オイルを約5CC注入し、りコイルスタータノプ
を数回引いた後、点火プラグを取の付け、再度
リコイルスタータノプをゆっくの引き、重く

な之たところでマコイルスタータノプ巨戻し了
ください。エンジン内部への外気(湿気)の進
入を防止できます。

◎動噴について
動噴の取扱説明書に従って必要事項をおこないま
す。

エアクリーナー

_/

^
@

0

点火プラグ

ーー＼、

二
=

ヘ
＼



口
フ-1 定期点検

{期点<すヤ"、、旦吏冥Lのため1」、白天■的に下表の小、慢を姦施し又く凖さい。_、ハ
直ちiど;謝彦恋どの浴置を講じてください。小"←'ハ」ψ 6 こ゜●その時間毎◇初回のみ

^
^

サイドクラッチ

駐車プレーキ

走1子装置

動力伝達装置

点検項目

ミッションオ

クローラの損傷

エンジン

クローラの張り具合

走行クラッチ

ポンプクラッチ

ルの交換

動噴クランクケースオイルの交換

エンジンオイルの交換

ボージンキ

点火プラグ

サクションフィルタ

燃料コック

フ-2 点検、整備方法

その他

毎回

エアクリーナ

.

25H毎

匝璽珂

.

運転時間

.

【エンジン】

・燃料の補給

50H毎

可動部へのグリスの塗布

.

点検整備は平坦で堅固な場所に駐車しておこ恋ってください。

.

.

10OH毎

・燃料は自動車胆饗鉛ガソリンを使用してください。・燃料タンクの容量は3.6ιです。」゜

20OH毎

匝亙回

◇

◇

. 火災の恐れがあのますので、燃料補給時
は次の頂目を必ず守ってく)ござい。
一燃料ばエンジンを止めた状態で補給し
ぞください。'」"

・燃料補給時は火気に充分注意してくだ
さい。

・燃料補給時は高温部に燃料がかからな
いように補給してください。
燃料タンクあ給油口一杯ミヤ燃料を入.

れなWでく、ださい。
燃料がこぼオ气たらきれいに拭き取って.

ください。
燃料補給後、燃料タンクキャップは確.

実に閉めてください。

.

.

.

.

.

◇

.

.

.

.

・エンジンオイルの点検

・毎運転前に必ずオイル量を点検
し、正規油面まで補給してくださ
い。また、オイル漏れの対策につ
いてはお買い求めの販売店にお問
い合わせください。

オイルゲージ
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正規油面



【サイドクラッチの調整】

旋回時、サイドクラツチを入れたの切ったのするのが困難に恋った場合、 下記の要領で調
整してください。」'
・サ(尺クラツチレバーの遊びをチエツクしてく荏さい。遊ぴが無いのだ適正な状態です。・遊ぴが大きい場合はロックナットをゆるめ、調節ナットをまわじて調節し、ロッぢナッ
トをしっかのと締めてください。

ロックナット

電
建ず

ノ゛"

づ力、

ゞ?

【走行クラッチの調整】

"、^

・走行クラッチレパーを『切』にして、
レバーのゴム部の中央を1.5~2.5
k留fの力で引っ張ると『入』になるのが、
適正な状態です。

・上記の適正な状態を外れている場合は
下記の要領で調整してください。
①スナップピンを外し、支プリシグを

、

、

ト子
.゛
., ノ、"

②ロックナットをゆるめ、穴あきポル
トをまわして調整します。

③スプリングを1衣め、適正な状態に
なったかどうか、確認します。

④確認毎、ロックヲッドをしっみりと
締め、スナップピンをはめます。

ロックナット

穴あきボルト

外します。

スプップピン

小

【ボンプクラッチの調整】

ポンプクラ、ツチレバーを『切』にして、.

レバーのゴム部の中央を3.5~4.5 '
kgfの力で引っ張ると『入』になるのが、
適正恋状態です。

・上記の適正な状態を外れている場合は
下記の要領で調整してください。
①車体右側の保護カパー言外し辻す。
②スナップピン違外し、スプリングを

外し家す。
③ロックナットをゆるめ、穴あきボル

トをまわして調整します。
④スプリングをは誘、適正な状態に

なったかどぅか、確認します。
⑤確認後、ロックヲッドをしっみのと

締め、スナップピンをはめます。

ロックナット

事

調節ナット

',

ノ叉

,ー

.,

・6

.、

で」讐雪スナップピン

スプリンク

スプリンク
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穴あきボルト

鷆
難
、

戸

按



・エンジンオイルの交換

叉

オイルゲージ

匝亜]

・点火プラグの清掃、調整

.

エンジン停止直後はエンジン及びエンジンオイルが高温に嬰っています。やけど
のおそれがあのますのでよく冷えたことを確認し、充分注意してください。

・電極に付着した力ーボン
を取の除き、紙ヤスリで
磨いて電極隙間を調整し
ます。

匝蚕亙

ドレンプラク

・エンジン停止直後は工
ン芝ン及び点火プラグ
が高温になっていま
す。やけどのおそれが
あのますので充分注意
してください。

オイルゲーシ

・エアクリープの清掃

.

ドレンプラク

・燃料コックの清掃

ケース本体

.

'゛.g

古いオイル

【ミッションオイルの交換】
. ミッシヨンオイルの交換、補給について
ほお買い求めの販売店にご相談ください。
・倹用オイル'゜

品名:ギヤオイル
API:GL4以上
SAE:#90
容量 0.6 ι

^

'＼ヨ立墜

【クローラ張の調整】

カバー

ジ、ヤツキ恋どで機体を持ち上
.

げ、ロックナット、ロックポ
ルトをゆるめて、たわみ量が
10~15mmになるようにテ
ンションポルトをまわして調
整し、再ぴロックナット、
ロックボルトをしっかのと締
め付けてください。

ロックボルトロックナットテンションボルト

田、ーー

ξ喜^ヨ゛ゞ、'1距ミケ、、^ft'レぷ盆、逗拡ゞ'柊混、ξ・、、・良了
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【動噴】

.動噴クラン、勿ケースオイルの交換、<①牙イルが暖かいうちに油入栓と油抜栓を外して油
(抜栓からオイルを抜き取の声す。、、②油抜栓をしっかりとはめ、油入1全からモービル油

(SM級SAEI OVV30)を油面計の中央点談
で入れ辻す。 6由量:0.6ι)小'

③油入栓をしちかりモ締め辻す。

その他の点徐、整備方法にっきましては動噴の取扱
説明書をど覧とださい。<

.

て

r

'、ξミ

f

,区L

き々、..、

々、.
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【ボージンキの清掃】

'.、f、

盆
ー^'

薬液散布作業終了後、下記の要領で必ずボージンキ
を清掃してく捻さい;ハ
①ボージンキ~動噴間のホースを配管から外しま

す。
②ボージンキを配管から取の外し、ニップル、替
アミ、本体を分解します。'ー'

③替ヲ、を清水で洗浄し、臭物を取の除きます。
④ニッヲルに替フミを差し途んでから太体と組゜

み位けて、配管にしっかのと組み付け直します。
⑤『①』で詠したホースをしっみのと組み村け直し

ます。

油面計

邑武二

油入栓

..、...

'一■、ーーJ

由抜栓

【サクションフィルタの清掃】

薬液散屯作業終ヱ後、下記の要領で必ずサクシヨンフィルタを清掃して之ださい。ハ
①サクションライルぢを配管かB取の外します。<②サクションフィルタを清水で洗浄し、異物を取の除
きます。'<ハ

③サクシヨンフィルタを配管にしっかりと組み位け直
します。

金

ニップル

替アミ

嗣

本体

サクションフィルタ

:
ト
、
父



【可動部へのグリスの塗布】

・各可動部にグリスを塗布してください。

①:走行クラッチレバー軸
②÷ポンプクラッチレパー軸

走行クラッチ軸、3

ポンプクラッチ軸④
⑤ サイドクラッチレバー軸(左右)

サイドクラッチワイヤ(左右).6

③

①

司

【>べルトの交換】

/

②

>べルトが損傷したとさは、新品との交換をお買い求めの販売店に依頼してください。
>べルトはバンドの下記サンズ相当品を使用しぞください;ハ」゜

⑥

遜

＼~

使用箇所

エンジン~動噴閻

エンジン~ミッション鳥ヨ

/
⑥

BANDO SA-50 (2本)

サイズ(本数)

BANDO SB-36 (1 本)

-17ー

⑤
1

④
＼

⑤
1



国

サイドクラッチレパーを握っても旋
回し恋い

駐車ブレーキの効きが悪い

現象

クローラが外れる

走行クラッチを入れた状態で変速
レパーを操作しても走行い蚕い

※印の不具合対策に関してはお買い求めの販売店にご相談ください。
をの他、禾明な点は販売店にご稻談ください。 L ゜

ワイヤの調整不良

走行クラッチを切っても走行する

ワイヤの調整不良

原因

ボンプクラッチを入れても動噴が
まわらない

ブレーキシユー等の摩耗

張の調整不良

テンション調整不良

ポンプクラッチを切っても動噴が
止まら恋い

>べルトの損傷

フ-2点検、整備方法の『サイドクラッチ
の調整』参照のこと

エンジンがかからない

テンション調整不良

※

Xす[

>べルト押さえの調整不良

※

テンション調整不良

フ-2点検、整備方法の『クローラ張の調
整』参照のこと

>べルトの損傷

フ-2点検、整備方法の『走行クラッチ
の調整』参照のこと

テンション調整不良

フ-2点検、整備方法の『>ぺルトの交
換』参照のこと

エンジンに力がない

>べルト押さえの調整不良

フ-2点検、整備方法の『走行クラッチ
の調整』参照のこと

燃料不足

※

燃料の変質

フ-2点検、整備方法の『ボンプクラッ
チの調整』参照のこと

散布作業時、噴口から充分な
霧が出恋い

始動操作の間違い

フ-2点検、整備方法の『>べルトの交
換』参,系のこと

点火プラグの不良

フ-2点検、整備方法の『ボンプクラッ
チの調整』参照のこと

エアクリーナにゴミが
詰まっている

※

フ-2点検、整備方法の『燃料の補給』参
照のこと

エンジンオイルの不足

6-2長期保管の『エンジンについて』参
照のこと

その他

操作の閻違い

5-2エンジン始動・停止の『エンジン始
動』参照のこと

噴口が本製品の噴霧能力を
越えている

フ-2点検、整備方法の『点火プラグの清
掃、調整』参照のこと

噴口の目詰まの

フ-2点検、整備方法の『エアクリーナ
の清掃』参照のこと

薬液タンクに薬液がない

サクションフィルタの目詰まの

フ-2点検、整備方法の『エンジンオイル
の点検』参照のこと

ボージンキの目詰まの

※

5-4薬液散布参照のこと

2仕様の『動噴』を見て、動噴の性能に
合った噴口に変更する

噴口を清掃する
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薬液タンクに薬液を補充する

フ-2点検、
ルタの清掃』

フ-2点検、整備方法の『ボージンキの清
掃』参照のこと

整備方法の『サクションフィ
参照のこと

三1▼
■



田 匂

機械の調子が悪いとき、『8故障と対策』に
したがって処置をしても不具合が改善され恋
い場合、下記の点を明確にしてお買い求めの
販売店にご連絡ください。

・型式名(VVP・184)
・婁甘^チ戻^
・購入されてからどれくらい使用されまし
たか?(約ロロロ時間使用)

・不具合の発生したときの状況をできるだ
け詳しく教えてください。

電隱 ^"●

-19-

製造番号ラべjレ

智,叉.
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